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一

　

は

じ
め
に

　
近

世
の

法

華
信
仰
の

篤

信
者
に

、

堅
法

華
と

呼
ば
れ
る

篤
信
者
が
い

る
。

こ

れ

は

浄
土
真
宗
の

妙
好
人
と

同
じ
よ

う
な
堅
い

法
華
信
仰
を

持
っ

　
　

　
　
　

　
　
（

1）

た

人
で

、

千
箇
寺
詣
や

題
目
の

唱
題
と
い

っ

た

信
仰
行
動
を

実
践
す
る

。

特
に

、

法
華
寺
院
の

巡
拝
を

積
極
的

に

行
う
が

、

こ

の

千
箇
寺

詣
の

信

仰
行
動
や

習

俗
に

つ

い

て

は

断
片
的

に

紹
介
さ
れ

て

い

る
の

み

で
、

研

究
史
の

上

で

み

る

と

千
箇

寺
詣
を

正

面
か

ら

取
り
扱
っ

た

も
の

は

皆
無

と
い

っ

て

よ
い

。

　
さ

て
、

千
箇

寺
詣
の

法
華
信
徒
は

「

セ

ン

ガ

ジ
」

「

千
ヶ

寺
さ
ん
」

と

呼
ば

れ
、

全

国
各
地
の

町

村
に

あ
る

日

蓮

宗
寺
院

を

参
拝
す
る

。

そ
し

　
　

　
　
　

　
　

　
　
（

2
）

て
、

持
参
し

た

御
首
題

帳
に

御
首
題

や

寺
名
等
を

揮
毫
し
て

も
ら

い
、

千
箇
寺
成

就
の

証
し

と
し

て

題
目
の

石
塔
を

建
立

す
る

、

と
い

っ

た

信

仰
行
動
を
と

る

と
い

わ

れ

て
い

る
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　（
3

）

　

本
稿
は

、

千
箇
寺

詣
の

信
仰
行
動
に

つ

い

て
、

日

蓮

宗
の

本
山
京
都

　
　
（

4）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（
5）

本
法

寺
の

仁
王

像
の

胎
内
に

納
入
さ

れ

た

御

首
題
帳
を
素
材
と

し
、

そ

の

信
仰
の

実
態
に
つ

い

て

明
ら

か

に
し

て

み

た
い

。

　

な
お

、

胎
内
納
入
文
書
と

し

て

発

掘
さ

れ
た
資

料
の

種
類
や

そ
の

性

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

6
）

格
に
つ

い

て

は

稿
を

改
め

る
こ

と

と
し
た
い

。

二

　
千
箇
寺
詣
と

菩
提
寺

　

千
箇

寺
詣
の

巡

拝
行
動
を
知
る

資
料
と
し

て
、

次
の

二

点
の

内
容
の

古
文
書
が

多
く
の

御
首
題

帳
の

冒
頭
に

記
さ
れ

て
い

る
。

（

a
）

安
永
六

年
（
一

七
七

七）

四
月

　
　
関
所
往
来

手
形

一
　

橘
屋

吉
兵

衛
妻
り
よ

申
者

、

法
華
宗
に
て

拙
寺
檀
那
二

而
御
座

候
、

此

度

心

願
御
座
候
二

付
、

身
延
山
再
一

千
ヶ

寺
参
詣
に
罷

出
候
所
二
、

御
関
所
以

御

配

慮
無
相
違
通
被

下
候、

仍
一

札
如
件

　
　

安
永
⊥

ハ

年
丁

酉
四
月

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

京
都
本
圀
寺
中

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

圓

龍
院
（

印
）

　

　

所
々

御
関
所

　

　
　

　
ハ
アワ

　
　

御
番
衆
中

（
b

）

千
箇
寺
往
来
参
籠
・

葬
送
願

一 136一
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往
来

一

　

橘
屋
吉
兵
衛
妻
り
よ
と

申
も
の

、

法
華
宗
に
て

拙
寺
檀
那
二

御
座
候、

此

度
延

山

参
詣
二

付、

一

千
ヶ

寺
参
詣
に

罷
出
候

、

為
御
暮
候
ハ

・

】

宿
被
仰
付

被
下

候、

万
一

病
罷
出
候
ハ

・

以

御

慈
恵
其
処
二

御
葬
被
下

候
御
席
之
砌、

為

御
下

知
被
下
候

、

仍

而
一

札
如
件

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

京

都
本
圀
寺

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

圓
龍
院
（
印
）

　

　

所
々

御
寺
院
中

　
（
a
）

は
、

千
箇
寺
詣
を

修
行
す
る

「

り
よ
」

が

圓

龍
院
の

檀
徒
で

あ

る

こ

と

を

菩
提

寺
圓
龍
院
が

証
明
し
て
い

る

も
の

で

あ
る

。

「

一

千
ヶ

寺

参
詣
」

と

い

う
記
載
が
み

ら

れ
る

よ

う
に

、

千
箇
寺
詣
を

行
う
目
的
で

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

い

わ

ゆ

る

関
所
往
来

手
形
と
い

う
資
料
で

あ

る

が
、

り
よ

が

巡

拝
途
中
で

日

が

暮
れ
て

し

ま
っ

た

場
合
は

、

そ

の

寺

院

に

参
籠
さ
せ

て

も
ら
い

た
い

こ

と
が

付
け
加
え
ら

れ

て
い

る
。

　
（
b
）

は
、

千
箇

寺
詣
を

行
う
「

り
よ
」

が

巡
拝
途
中
に
病
気
で

死
亡

し

た

場
合

、

巡
拝

先
で

葬
っ

て

も
ら
い

た

い

旨
を

菩
提

寺
圓
龍
院

が

巡

拝
先
の

寺
院
に

願
っ

て

い

る

も
の

で

あ
る

。

　

こ

の

二

点
の

資
料
を

通
じ

て

注
目
さ

れ
る

こ

と

は
、

「

此
度
延
山
参
詣

二

付
、

一

千
ヶ

寺
参
詣
に

罷
出
候
」

と

あ
る

よ

う
に

、

身
延
山
参

詣
を

目

的

に

千
箇
寺
参

詣
を

行
っ

て
い

る

こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

は

千
箇

寺
詣

の

目

的
と

し

て

身
延
山

登
詣
が
あ
っ

た
こ

と

を

示
唆
し
て

い

る

と
い

え

よ

う
。

千
箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（

望

　
月
）

三

　
千
箇

寺
巡

拝
者
の

信
仰

行
動

　

仁
王

像
胎
内
に

納
入

さ

れ

た

御
首

題
帳
の

内
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
8

）

覧
す
る
と

、

次
の

よ

う
で

あ
る

。

表
−

番
号

日

時

1654327

仁
王

像
胎
内

納
入
御
首
題
帳
一

覧

安

永
六

年
四

月

寛
政
二

年
二

月

寛
政

三

年
三

月

寛
政
五

年
七

月

寛
政
六

年
三

月

寛
政
六

年
五

月
吉
日

寛
政
六
年
十
一

月

西
暦

一
七

七

七

一
七

九

〇

一
七

九
】

一

七

九

三

一

七

九
四

一

七

九

四

判
明

す
る

も
の

を
一

資

料
名

　
　

　
　
　

所
持
者

「

身
延
山
参
詣
帳」
　
　
　
橘

屋

吉
兵

衛

　

　
　
　
　
　

　
　
妻

り
よ

「
身
延
山
参
詣
御
首
題

帳」

玉

屋

り
さ

「
身
延
山
参
詣
帳
」

＝

千
か

寺
帳
」

コ

千
ヶ

寺
往
詣
帳
」

「
霊

場
往
詣
帳
」

一

七

九
四

「

霊

場
往
詣
帳
」

8
　
寛
政
七

年
三

月
下

旬

　
　一

七

九
五

「

霊

場
参
詣

帳
」

9

寛
政
七

年
八

月
一
日

　一

七
九
五

「

霊

場
参

詣

帳」

10

寛
政

七

年
十
月

　
　
　
一

七
九
五

「

御
首
題

帳」

11
　
寛

政

八

年
正

月
大

吉
辰

　一
七

九
六

「

圓
宗
霊

場

往
詣

帳」

12
　
寛

政

八

年
七

月

吉

日

　
　一
七

九
六

コ

干
ヶ

寺

往
詣

帳」

橘
屋

り
ょ

大
洲
治
助

大
州
城

下

治
助

予

州
大
洲
住

藤
田

治
助

予
州
大
洲
住

藤
田

治
助

大
洲
藤
田

治
助

予
州
大
洲
住

藤
田

次
助

藤
田

次
助

予
州
大
洲
住

藤
田
治
助

予
州
大
洲
住

藤
田

治
助

一
寺

五 院
四 数

二

二

九

四

一
七

二

　
　　

五
一

　

37

　
　
　

ユ

一
五

八

　
一

一

七

四
一

九 二

　 八

六

五

一
Q
一

六
…

（
出
典）
　
京
都
本
法
寺
仁
王

門
・

仁
王

像
胎
内
文
書
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千
箇
寺
詣
の

信
仰
形

態
（
望

　
月）

　
こ

の

表
に

よ

れ
ば

、

A
橘
屋

り
よ
、

B
玉

屋
り
さ

、

C
藤
田

治
助
の

三

名
の

納
入
者
が

確
認
で

き

る
。

そ

こ

で
、

彼
ら
の

出
自
や

菩
提
寺
と

の

関

係
、

千
箇
寺
詣
の

巡
拝
形

態
に

つ

い

て

そ
れ
ぞ
れ

概

観
し

て

み

た

い
。

　

ま

ず
、

全

十
二

点
の

霊
場

往
詣
帳
に

み

ら
れ
る

千
箇
寺

詣
の

信
仰

行

動
と

そ
の

記
載
上

の

特
徴
に
つ

い

て

纏
め

る
と

次
の

よ

う
で

あ
る

。

 
地
域

の

本

寺
格
寺
院
で

は
、

題
目

を
書
か

ず
、

寺
院
名
を

書
き

、

朱

印
を
押
す

。

 
一

般
寺
院
は

、

題
目
と

寺
院

名
、

本

末

関
係
（
本
寺
）

、

地
域
名
を

記

す
。

 
住
職
不

在
の

場
合
は

、

代

筆
と

し
て

寺
内
の

僧
侶
が

御
首
題
を

記
す

か
、

ま
た

は

木
版
刷
の

御
首
題
を
用
意

し
て

渡
す

。

 
檀
林

寺
院
の

御
首
題
は

、

檀
林
全

体
の

他
に
一

老
、

二

老
と
い

っ

た

檀
林
内
の

役
職
の

僧
侶
か
ら

御
首
題
を

揮
毫
す
る

。

 
本
寺
格
寺
院
内
の

塔
頭
寺
院
は

、

寺
院
に

続
け
て

纏
め

て

記
す

。

 
菩
提

寺
の

本
寺
で

御
首
題

を
も

ら
っ

た

際
に

授
与
書
を

書
い

て

も
ら

う
（

A
の

み
）

。

　

こ

の

中
で

、

御
首
題

帳
の

記
載
上
の

疑
問
点
と

し
て

、

 
塔
頭
寺
院

の

巡
拝
が

あ
げ
ら

れ

る
。

こ

の

箇
所
は
、

寺
院
の

名
称
が

羅
列
し

て

あ

る

だ

け

な

の

で
、

そ

れ
ぞ

れ
の

塔
頭

に

参
拝
し

た

か
ど

う
か

は

証
明
で

き
な
い

。

ま
た

、

檀
林
内
の

御
首
題
に

は
、

檀
林
の
一

老
、

二

老
と
い

っ

た

役
職
の

僧
か
ら

御
首

題

を
も
ら
つ

て

い

る

点
で

あ
る

。

　
御
首

題
帳
の

題

名
を
み

る

と
、

「

身
延
山

参
詣

帳
」

「

霊

場

往
詣
帳
」

「

霊

場
参
詣
帳
」

「

御
首
題
帳
」

コ

千
（

ケ
）

寺
往
詣
帳
」

と

さ
ま
ざ
ま

な
名
称
が

使
用

さ

れ

て

い

る

が
、

こ

れ

ら

の

御
首
題

帳
の

題

名
か

ら

身

延
山

や

法
華
霊
場
を

千
箇
寺
参

詣
す
る

意
図
が

表
題
か
ら

読
み

取
れ
る

。

中
に

は

＝

千
」

と
い

う
巡
拝
寺
院
数
が

表
題

と
な
っ

て
い

る

も
の

が

あ

り
、

多
く
の

寺
院
を

巡
る

と
い

う
目
的
か
ら

千
箇
寺
往

詣
と

い

う
呼

称
が
つ

け
ら

れ

た
と

推
察
さ

れ
る

。

　
次
に
、

三

名
の

巡
拝
地

や
そ
の

形
態
に
つ

い

て

個
々

に
み

て
い

こ

う
。

 
橘
屋

り
よ

の

巡
拝
地
と

巡
拝
月
数

　

京
都
に

住
む

「

り
よ
」

の

菩
提
寺
は

、

御
首

題
帳
の

往
来
許
可

証
か

ら

市
内
本
圀
寺
塔
頭

圓
龍
院
で

あ
る
こ

と

が

わ

か

る

が
、

同
寺
は

現
在

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
9

）

本
圀
寺
の

塔
頭
と

し

て

存
在
し

な
い

。

　

御
首
題
帳
の

冒
頭
に

記
さ
れ

る

許
可
証
は

、

菩
提
寺
圓
龍
院
が

、

安

永
六
年
（

一

七

七

七
）

四

月
に

檀
徒
（

り
よ

）

が

身
延
山

参
詣
を
行

う
の

で
、

各
関
所
の

番
衆
に

通

行
許
可
を

願
っ

て

い

る

も
の

で

あ
る

。

本
文

に

「

身
延
山
参
詣
再
一

千
ヶ

寺
」

と

記
さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

か

ら
、

再

度
の

千
か

寺
詣
で

あ
っ

た
こ

と

が

窺
え
る

。

　

限
ら
れ
た

資
料
の

残
存
状
況
か
ら

知
り

う
る

情
報
で

は

あ
る

が
、

安

永
六

年
（

一

七
七

七
∀

四

月
と

寛
政
三

年
（

一

七

九

こ

三

月
に

身
延
山
に

登
詣
し

て
い

る
。

こ

の

二

点
の

「

身
延
山
参

詣
帳
」

は
、

題

名
か

ら

察

し
て

身
延
山
参
詣
を
目
的
と

す
る

千
箇
寺
詣
で

あ
っ

た
。

　

そ
こ

で
、

安

永
六

年
の

身
延
山
巡
拝
全
百
五

十
四

か

寺
の

存
在
す
る
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地
域
を
み

る

と
、

往
路
は

京
都

府
内
六
十
三

か

寺
、

愛
知

県
内
二

十
二

か

寺
、

長

野

県
内
二

か

寺
、

山
梨

県
内
四
十
六

か

寺、

復
路
は

同
じ

道

程
を

通
っ

た

と

考
え
ら

れ
、

山

梨
県

、

長

野

県
、

愛

知

県
、

京

都

府

寺
、

と

い

っ

た

巡
拝

経
路
で

あ
る

。

往
路
と

復
路
で
、

同

じ

巡

拝
寺
院

は

み

ら
れ

な
い

こ

と

か

ら
、

多
く
の

寺
院
を
巡

拝
す

る

目

的

が

あ
っ

た

こ

と

が

考
え
ら
れ

る
。

ま

た
、

御
首

題
帳
の

特
徴
を

み

る

と
、

次
の

よ

う
で

あ
る

。

 
巡

拝
先
僧

侶
が

不
在
で

あ
っ

た

場
合

、

木

版

刷
の

御
首
題

を

も

ら

い
、

所
持
し

て
い

る

御
首
題
帳
に

貼
り
付
け
る

。

 
往
路
で

京

都
山

科
檀
林

、

目
的
地

身
延
山

内
で

は

西

谷

檀
林

、

復
路

で

は

京
都
に

戻
っ

て

松
ヶ

崎
檀
林
に

巡
拝
し

、

檀
林
の

各
首
座
か

ら

御

首
題
を
拝
受
し
て

い

る
。

　

千
箇

寺
詣
と

い

っ

て

も
、

山
梨
県
南

巨
摩
郡
か

ら

長
野

県
内
を

経
て

愛
知

県
に

入
る

ま
で

は
、

飯

田
長
源

寺
し

か
御
首
題
を
も
ら
っ

て

お

ら

ず
、

参
詣
道
途

中
に

あ

る

寺
院
は

巡

拝
し
な
か
っ

た
の

か
、

御
首
題
を

も
ら

わ

な

か
っ

た

だ

け
な
の

か

は

資
料
的
に

不
明
で

あ
る

。

　

安
永
六

年
の

御
首
題

帳
の

中
で

、

巡

拝
寺
院
御
首
題
の

中
に

授

与
書

の

記
載
が

あ
る

も
の

が

あ
り

、

こ

れ

を

示
す
と

次
の

よ

う
で

あ
る

。

尾
州
東
寺
町
本
要
寺
日
弁

照

遠
寺

　
授
与
之

り
よ

女

　
　
り　

（

花
押）

　
授
与
之

り
よ

女

宗
祖
於

佐
渡
嶋
彫
刻
之
霊

像
安
置

こ

の

二

点
は

、

通
常
の

御

首
題
と

違
っ

て

寺
院
住
持
に

御
首
題
を

揮

千
箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（
望
　
月
）

毫
し

て

も
ら
い

、

授
与
書
を
付
し

て

も
ら

う
形

式
で

あ
っ

た
。

こ

の

両

寺
院
は

、

と

も
に

京
都
本
圀
寺
末
で

、

菩
提
寺
圓
龍
院
と

同

じ

門

流
で

あ

り
、

授
与

書
は

り
よ
の

菩
提
寺
で

あ
る

本
圀
寺
塔
頭
圓
龍
院
と

同
門

流
で

あ
っ

た

か

ら

記
し
た
と

考
え
ら

れ

る
。

　

寛
政
三

年
（
一

七

九
一
）

の

巡
拝
は

、

京
都
市
内
の

寺
院
を

廻
り

、

そ

の

後
滋
賀
県
〜

愛
知
県
〜
長
野

県
〜

山

梨
県
と
巡
拝
し

、

身
延

山

に

登

詣
し

て

い

る
。

身
延
山
内
で

は
、

奥
の

院
、

七

面
山
と

巡
拝
し

、

身
延

道
を

南
下

し

て

富
士

方
面
に

出
て

本
山

岩
本
実

相
寺
（

静
岡

県
富
士

市）

で

御
首

題
帳
は

終
わ
っ

て

い

る
。

こ

の

巡

拝
で

特
筆

す
べ

き
こ

と

は
、

愛
知

県
内

寺
院
を
三

十
五

か

寺
も
巡

拝
し

て

お

り
、

道

筋
の

寺
院
を

巡

拝

す
る

だ

け
で

な

く
、

巡

拝
地

域
の

寺
院

を

探
し

て

巡

拝
し
て

い

た
こ

と

で

あ

る
。

そ
し
て

、

そ
れ

ぞ

れ

の

御
首
題

帳
の

記
載
内
容
を
み

る

と

わ
か

る

が
、

巡
拝
寺
院
の

菩
提
寺
の

本
末
関

係
や

門
流

に

限
る

こ

と
な

く
、

法
華
系
寺
院
な
ら
選
ぶ

こ

と

な

く
巡
拝
し

て
い

る

こ

と

が
わ

か

る
。

　
寛
政
三

年
（

一

七

九

こ

「

身
延
山

参
詣
帳
」

の

末
尾
に

は
、

「

仁
王

像

入

　
功
徳
主
正

行
院
奥
林
日
行
身
延

山
参
り
御
し

ゆ

だ
い

（

首
題
）

帳
二

さ
つ

（
冊）

仁
王

尊
御
胎
入
身
延
山

参
り
御
し

ゆ

だ
い

（

首
題
）

帳
二

さ

つ

（
冊
）

功

徳
主

正

浄
院

奥
林
日

行

仁
王

尊

御
胎
入
」

と

あ
る

よ

う

に
、

功
徳
主

と

し

て

日

行
が

御
首
題
帳
を
仁
王

像
の

胎

内
に

納
め

た

も

の

で

あ
る
こ

と
が
わ

か

る
。

一

般
の

巡

礼
に

み

ら

れ

る

よ

う
に

、

納

経

や

納
札
と

い

っ

た

信

仰
行

動
を

御
首
題

帳
の

納
札
と
い

っ

た

形
で

行
っ

た
こ

と

に

な
る

。
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千

箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（

望

　
月）

ま
た

、

同
御
首
題
帳
に

は
、

尾
州
城
東

　
蓮
勝
寺
　
見
宝
塔
品
第
十
一

マ

テ
書
写
也

と

記
さ

れ

て

い

る

よ

う
に
、

り
よ

の

信
仰
行
動
の

中
に

は
、

『

法
華
経
』

の

書
写

行
が

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

記
載
か

ら

「

見
宝

塔
品
第
十

＝

ま
で

書
写
し

た
こ

と

が

わ

か

り
、

千
箇
寺
詣
の

巡
拝
の

折
に

書
写
行
を

行
っ

て

い

た

こ

と

が

明
ら
か

と

な

る
。

 
玉

屋
り
さ
の

巡

拝
地
と
巡
拝
月
数

　
玉

屋

重
兵
衛
妻
の

「

り
さ

」

は
、

京
都
本
法
寺
塔
頭
真
蔵
院

檀
徒
で

、

寛
政
二

年
（

一

七

九
〇）

二

月
の

御
首
題

帳
が

伝
え
ら

れ

て

い

る
。

　

手
始
め

に

菩
提
寺

真
蔵
院
で

御
首
題
を

揮
毫
し

て

も
ら
っ

て

か

ら

京

都
市
内
日

蓮

宗
本
寺

格
寺
院
を

巡

拝
し
て

い

る
。

そ
こ

か

ら

突
然

身
延

山
山

本
坊

、

久
遠
寺

、

七

面
山
の

記
載
と

な
っ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

身

延
山

ま

で

の

道
程
に

あ
る

巡
拝

寺
院
で

は

御
首
題

は

も
ら
っ

て

い

な
い

こ

と

に

な

る
。

　

御
首
題
を

揮
毫
し

て

も
ら
っ

た
二

十
二

か

寺
中

、

三

か

寺
は

山

梨
県

で

他
の

十
九

か

寺
は

京
都

市
内
寺
院
で

あ
り

、

巡

拝
途
中
の

寺
院
巡
り

は

省
略
さ
れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

ど

の

参

詣
道
中
を
通
っ

て

京
都

か

ら

身
延
山
に

至
っ

た

の

か

は

知
る

こ

と

が
で

き
な
い

。

京
都
で

は
、

菩
提
寺
の

本

寺
・

本

法
寺
を
皮

切
り
に

京
都
市
内
の

本
山

格
寺
院
を

中

心
に

巡
拝
し

た

よ

う
で

あ
る

。

　

寛
政
二

年
（

一

七

九

〇
∀

二

月
か
ら
の

巡

拝

は
、

菩
提
寺
で

あ

る

本
法

寺
塔
頭
真
蔵
院
か

ら

始
ま

り
、

近
隣
の

京
都

市
内
十

九

か

寺
を
巡
り

、

久
遠

寺
に

至
っ

て

い

る
。

全
二

十
二

か

寺
の

御
首
題
し

か

も
ら
っ

て

い

な
い

の

で
、

他
の

二

名
に

比
べ

て

巡
拝
経
路
や

そ
の

行
動
等
わ

か

ら

な

い

点
も
多
い

。

 
藤
田

治
助
の

巡

拝
地
と

巡

拝
月
数

　

藤
田

治

助
（

次
助）

に

つ

い

て

は
、

御

首
題

帳
に

記
さ

れ
た

情
報
か

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

（
11
）

ら
、

伊
予
国
大
洲
（

愛
媛
県
大
洲
市）

に

住
む
法
眼

寺
檀

徒
で

あ

る

が

身

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
12
）

分
・

職
業
に

つ

い

て

は

不
明
で

あ
る

。

　

治
助
の

納
め

た

御
首
題
帳
は

、

寛
政
五

年
（
一

七

九一

三

七

月
か

ら

同

八

年
（

一

七
九

六
）

七

月
吉
日

付
の

三

年
余
に

七

冊
が

確
認
で

き
る

。

そ

れ

ぞ

れ
の

霊

山
往
詣

帳
の

お

お

か

た

の

道
程
と

巡

拝
期

間
を

み

て

み

る

と

次
の

よ

う
で

あ
る

。

寛
政
五

年

2
七
九
三
）

七

月
　
愛
媛
県
〜

香
川
県
〜

大
分

県
〜
熊
本
県
〜

福
岡

　
県
〜

長
崎
県
〜

鳥
取
県
〜

兵
庫
県
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
8
ヶ

月
間

寛
政
六

年
（
一

七
九

四
）

三

月

愛
媛
県
〜

広
島
県
〜
島
根
県
（
続
＞

2
ヶ

月
間

寛
政
六

年
（
一

七
九

四
）

五

月
　
兵
庫
県
〜

新
潟
県
〜
山

梨
県
（
続
）

6
ヶ

月
間

寛
政
六

年

2
七
九

四
）

十
一

月

山
梨
県
（

青
柳
）

〜

身
延
山

〜
静
岡
県
〜

神

　
奈
川
県
〜

千
葉
県
（

続
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

5
ヶ

月
間

寛
政
七

年
（
一

七
九
五
）

三

月
下

旬
　
千
葉
県
〜

山
梨
県
（

続
）

　
　

5
ヶ

月
間

寛
政
七

年
（
一

七
九
五
）

八

月
一

日

　
山

梨
県
〜

身
延
山

〜
滋

賀
県
（

続
力
）

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

2
ケ

月
間

寛
政

七
年
（
一

七

九
五）

十
月

　
愛
知
県
（

名
古
屋
市）

〜
兵
庫
県
（

途
中
）

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

3
ケ

月
間
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寛
政
八

年
（
一

七
九

六）

正

月
大

吉
辰

　
京
都
府
〜

大
阪
府
〜
愛

媛
県
〜

高
知
県

　
（
続
）

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
ケ

月
聞

　

　
　

※

本
法
寺
三

十
八

世
日

道
（
花
押）

始
ま

り

寛
政
八

年
七

月
吉
日

　
高
知
県
〜

徳
島
県
〜

兵
庫
県
〜

大
阪

府
〜

滋
賀
県

　
不
明

　

　
　
　

　
　
　

別
　
大
阪
府
〜

　

資
料
的
な

制
約
も
あ
る

た

め
、

こ

の

資
料
の

前
後
の

信
仰

行
動
は

不

明
で

あ
る

が
、

約
三

年
余
の

間
に

千
箇
寺
詣
を

行
っ

て
い

る
。

寛
政
五

年

2
七
九

三
）

七

月
に

愛
媛
県
を

出
て

鳥
取
県
ま
で

巡

拝
し

、

同
六

年

（

一

七
九

四）

三

月
か
ら
再
び

愛
媛

県
か

ら
巡

拝
を

始
め

て

い

る

の

で
、

一

旦

家
に

帰
り
再
び

千
箇
寺

詣
に

出
か

け
た

こ

と

が
考
え

ら

れ

る
。

寛

政
六

年
（
一

七

九

四）

三

月
か
ら

同
八

年
（

一

七
九
六
）

ま
で

は
御
首
題
帳

が

続
い

て

お

り
、

同
八

年
七

月
以

降
に

大
阪

府
で

止
ま
っ

て

い

る
の

で

そ

の

後
の

行
動
は

わ
か

ら

な
い

。

し
か

し

な

が

ら
、

同
八

年
正

月
の

千

箇

寺
詣

は

菩

提

寺
の

本

寺

本

法
寺
か

ら

始

ま
っ

て

お

り
、

本

法
寺

　
　
　

　
　
（

13）
　

　
　

　

　

　
（
14
）

三

十
八

世
日
道
は

仁
王

門
建
立

で
、

仁
王

像
の

胎
内
納
入
に

関
わ
っ

て

い

る

僧
侶
で

あ

り
、

今
ま
で

巡
っ

た

巡

拝
帳
を

造
立
に

合
わ

せ

て

納
入

し
て

い

る
こ

と

は
頷
け
る

。

四

　

ま
と
め

　

本
法
寺
の

仁
王

像
の

胎
内
に

納
入
さ

れ

た

三

名
の

御
首

題
帳
の

記
載

上
の

特
徴
を

分
析
す
る

こ

と

に

よ

り
、

千
箇
寺
詣
に

お

け
る

巡

拝
の

実

態
に
つ

い

て

検
討
し
て

き
た

。

そ
こ

で
、

千
箇
寺
詣
の

巡

拝
形
態
の

特

千
箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（

望

　
月）

徴
を
み

る

と
、

多
く
の

御
首
題
を

も
ら

う
た

め
、

法
華
霊

場
巡
り
の

道

程
に

あ
る

法
華
寺
院
を
巡
拝
し

て
い

る

点
で

あ
る

。

そ

の

中
に
は

、

そ

れ

ぞ
れ

の

地

域
の

日

蓮

宗
寺

院
を

遙
々

探
訪

し
て

巡

拝

す
る

形
態

も

あ
っ

た
。

　

三

名
の

巡

拝
者
の

う
ち

、

A
と

B
の

巡

拝
者
の

巡

拝
目

的
地
は

御
首

題

帳
の

題

名
か

ら

も
わ

か

る
よ

う
に

身
延
山
久
遠

寺
で

あ
り

、

C
は

約

三

年
間

か

け
て

千
箇
寺
を
巡
拝
し

な

が

ら
、

身
延
山
を

最
終
目
的
地

と

し

て
い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

久
遠

寺
は

、

江

戸
時

代
ま
で

田
舎
本
寺
に

過
ぎ

な

か
っ

た

が
、

霊
場
参
詣
が

盛
ん

に

な
る

江

戸
時
代
中

期
以

降
、

日

蓮
の

御
廟
の

あ
る

霊
場
と

し

て

法
華
信
徒
に

認
知
さ

れ

て
い

っ

た

の

で

あ
る

。

千
箇
寺
詣
の

行
者
に
と
っ

て

は
、

霊

場
往
詣
す
る
上
に

お

い

て

身
延
山

は

重
要
な

霊
場
で

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ
る

。

　

御
首
題
帳
は

、

所
持
者
の

信
仰
の

軌
跡
を

示
す
と

と

も
に

、

そ
れ

自

体
が

巡
拝
の

守
り
本

尊
と
し

て

の

意
味
合
い

を

持
っ

て

い

た
。

こ

れ

は

千
箇
寺
が

成
就
し

た

折
に

は
、

菩
提
寺
の

本

寺
や

縁
故
寺
院
に

御
首
題

帳
を
納
札
す
る
と
い

っ

た

信
仰
行
動
で

裏
付
け
る
こ

と

が

で

き
る

。

　

限
ら

れ
た

御
首
題

帳
か

ら

の

分
析
で

あ
る

が
、

筆
者
が

検
討
し
た

滋

賀
県
長
浜
妙
立

寺
の

千
箇
寺
詣
の

行

者
の

壁

書
・

柱
書
に

江

戸
後
期
か

ら

明
治
期
に

か

け
て

身
延
詣
を

主
と

し
た

千
箇
寺
詣
が

確

認
で

き
る

こ

　

　
　（
15V

と

か
ら
も

、

法
華
の

篤
信
者
が

千
箇
寺
詣
と

称
し

て

身
延

詣
を

行
っ

て

い

た
こ

と

が

明
ら
か
と

な
っ

た
。

　

こ

れ

ら
の

千
箇
寺
詣
の

信
徒
の

信
仰
の

高
揚
は

、

『

法
華
霊

場
記
』

と
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千
箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（

望
　
月
）

い

っ

た

法

華
の

霊

場
を
記
し

た

案
内
記
が

嘉
永
五

年
（
一

八

五
二
）

に

刊

行
さ

れ

た

こ

と

が

影
響
し
て

い

る
。

し

か

し
、

同

書
刊
行
以

前
の

巡
拝

は

何
を

拠
り
所
と

し

て

い

た

の

か

は

不
明
で

あ
る

。

今
後
は

、

御
首
題

帳
の

発
掘
や

関
係

資
料
の

調
査
に

よ

っ

て
、

千
箇

寺
詣
の

信
仰
に
つ

い

て

総
体
的
に

明
ら

か

に

し

て
い

き
た
い

と

考
え
る

。

1
　
『

日
蓮
宗
事
典
』

（

日
蓮
宗
宗
務
院、

一

九
入
一

年
）

「

千
箇
寺
参
り
」

の

頁
。

　
資
料
上
に

「

千
ヶ

寺
」

「

千
箇
寺
」

「

千
ヵ

寺
」

と

表
記
さ
れ
る

場
合
が

あ
る

　
が

、

資
料
の

翻
刻
部
分
や
小
説
を
除
き

、

本
稿
で

は
「

千
箇
寺
」

に

統
一

し
た

。

2
　
千

箇
寺
詣
の

信

徒
は
、

次
の

小
説

や

落
語
に

登

場

す
る

。

北

村
四

海

　
『

千
ヶ

寺
詣
』

（

底
本
『

文
豪
怪
談
傑

作
選
・

特
別
篇

百
物
語
怪
談

会
』

ち

　
く
ま

文
庫、

筑
摩
書
房

、

二

〇

〇
七

年
）

。

落
語
で

は
、

『

火

中
の

蓮
華
』

　
一

八

九

七

年
、

中

央
新
聞
に

連
載
（
『

名
人
名
演
落
語

全
集
』

立

風

書
房、

　
一

九
八
二

、

圓
朝
の

第
一

巻
に

収
録
）

に

千
箇
寺
詣
の

夫
婦
が

登
場
し
て

い

　
る

。

3
　
御
首

題
帳
に

記
さ

れ
た

寺
院
の

巾
に

は、

日
蓮

宗
一

致
派
だ

け
で

な

く
勝

　
劣
派
（
法
華
宗
各
派
）

の

寺
院
も

多
く
登

場
す
る

。

そ
こ

で
、

本
稿
で

使
用

　
す
る

日

蓮
宗
と
い

う
宗
派

名
は
、

宗

教
法
人

日
蓮
宗
で
は

な
く、

広
義
の

法

　
華
宗
各
派
や

新
宗
教
も
含
め
た

題
目
を

唱
え
る

宗
派
や
教

団
を
総
称
し
て

指

　
す
こ

と

に

す
る

。

4
　
本
法
寺
は
、

日

蓮
宗
の

本
山
（
由

緒
寺
院
）

で
、

歴
史
上

何
度
か
の

移

転

　
は

あ
る

も
の

の
、

現
在
京
都
市
上

京
区

小
川
通
寺
ノ

内
上

ル

本
法

寺
前
町

　
六
一

七

に

あ
る

。

同

寺
は

室

町
時
代
に

活
躍
し
た

日

蓮
宗
の

名
僧
・

日
親
を

　
開

山
と

す
る

日
蓮
宗
の

名
刹
で

あ
る

。

5
　
御
首
題
が

揮
毫
さ
れ
た

冊
子
を
御

首
題
帳
と

呼
称
し
て
い

る

が
、

千
箇
寺

　
詣
を
目
的
と
し
て

御
首
題
や

寺
院

名
等
を

揮
毫
し
て

も
ら
っ

た

冊

子
類
も
御

　
首
題

帳
と

呼
ぶ

こ

と

に

す
る

。

6
　
本
法
寺
仁
王

像
の

胎
内
納
入
品
は

、

仁
王

像
二

体
の

ど

ち
ら
の

像
に
納
入
さ

　
れ
た
か

は

不
明
で

あ
る

。

な
お

、

納
入
品
の

種
類
は、

御
首
題
帳
の

他
に

護

　
符

、

御
守

、

経
典、

書
状
が

あ
り、

機
会
を

得
て

公
表
す
る
こ

と
に
し

た
い

。

7
　
京
都
本
法
寺
仁
王
門
内
仁
王

像
の

胎
内
文
書

。

以

下
、

本
稿
で

特
に

注
記

　
し
な
い

資
料
は

同
資
料
と

す
る

。

8
　
胎
内
納
入
文
書
の

中
に
は

、

封
が

し
て

あ
っ

て

開
け
ら
れ

な
い

も
の

も
多

　
く

、

本
稿
で

は

資
料
が

開
け
ら

れ
る

も
の

の

み

分
析
対
象
と
し
た

。

9
　
日

弁
は

、

本

要
寺
の

歴
世
と

な
っ

て

お
ら

ず
、

寺
内
に

居
住
す
る

僧
侶
と

　
も
考
え
ら

れ
る
Q

10
　
圓
龍
院
は

現

在
廃
寺
と

な
っ

て

い

る

た

め
、

消
息
が

不
明
で

あ
る

。

11
　
法

眼

寺

は
、

寛
永

十

五

年
（
一

六

三

八
）

創

立

で
、

天

明

六

年

　
（
一

七
八

六
）

末
寺
帳
（
寺
院
本
末
帳
研

究
会
編
『

江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳

　
集
成
』

第
二

版
、

雄
山

閣
出
版
）

に
よ

る
と

京
都

本
法
寺
の

末
寺
と

し
て

書

　
き
上

げ
ら
れ
て

い

る
。

創
立

当
初
は

、

近
隣
の

法
眼
院
（

愛
媛
県
八
幡
浜
市
）

　
末
寺
で

あ
り

（

『

日

蓮
宗
寺

院
大

鑑
』

大
本
山

池
上

本
門
寺

、

一

九

八
一

　
年
）

、

法
眼

院
の

末

寺
と

し

て
、

法
眼

寺
、

長

久
寺、

上

行
寺、

長
楽
寺

　
（

廃

寺
）

の

四
か

寺
が

あ
る

。

12
　
現
在
法
眼
院
の

檀
家
に

藤
田

姓
が
一

軒
あ
る

が、

御
首
題
帳
を

所
持
す
る

　
藤
田
治
助
の

末
裔
か

ど
う
か

は

判
明
し

な
い

。

13
　
日
道
は

、

中
山

法
華
経
寺
の

入

十
二

世、

八

十
四

世
、

水
戸
三

昧
堂
檀
林

　
五

十
二

世
を

歴
任
し
て

お
り

（

『

中
山

法
華
経
寺
誌
」

日

蓮
宗
大

本
山
法
華

　
経
寺、

一

九

八
一

年
）

、

文

化
五

年
（
一

八
五

八
）

八

月
十

七

日
遷
化
と

　
な
っ

て

い

る
。

14
　
現
在
の

本
法
寺
仁
王

門
（

京
都
府
指
定
有
形
文

化
財
）

の

建
立
は

寛
政
九
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年
〔
一

七
九
七
）

で

あ
り

、

仁
王

像
の

仁
王

門
勧
請
は

同

年
と

考
え

ら

れ

　
る

。

よ

っ

て
、

仁
王

像
の

納
入
関
係
資
料
が

寛
政

年
間
に

集
中
し
て

い

る

の

　
は

当

然
の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

15
　
滋

賀
県
長
浜
市
に

あ
る

日

蓮
宗
妙
立

寺
の

千

箇
寺
部
屋
の

壁
書
・

柱
書
に

　
つ

い

て

は、

平
成
二

七

年
九
月
五

日
に

創
価
大
学
で
開
催
さ

れ
た

日
本
宗
教

　
学
会
第
七

十

四

回
学
術
大
会
で

「

千
箇
寺
詣
の

信
仰
習

俗
に

関
す
る

新
資

　
料
」

と

題
し
て

発
表
し
た

。

〈

キ
ー
ワ

ー
ド

〉

　
巡

拝
、

堅
法
華、

御
首

題
帳、

題
目

（

身
延
山

大
学
教
授
・

博
士

千
箇
寺
詣
の

信
仰
形
態
（
望
　
月
）

（
文
学）
）

新
刊
紹
介

本
間

　
俊
文

　
著

初

期
日

興
門
流

史
研
究

A5

版
・

五
八

四

頁
・

本
体
価
格
一

五
、

○

○

○

円

　
　
　
　
　
　
山

喜
房
佛
書
林
・

二

〇
］

五

年
八

月
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